



































































































































































ール」と呼ばれる遊びを行った。まずは 2 人 1 組で始め、少人数で円形になり、
例えば、どんどん大きくなったり、鉛のように重くなったり、熱い鉄の玉になっ
たり……とボールをイメージの中で変容させて、ボールの変化を即興的に表現し
ながらそれらを共有し、見えないボールを順に受け渡していった。最後には全員
でファンタジックな世界観を共有しながら、即興的な関わりやダンスを楽しみ、
パラシュートによるダイナミックムーブメントへつなげた。
参加者の中には、「私達はそこに『居る』だけで、お互いの『環境』であり、
影響を与え合って共に『環境』をつくっていることがわかった」と感想を述べる
者もあり、イメージや人とのつながりを大事にするムーブメントの活動が、一人
一人の個性を尊重し合いながら、互いに「居る」ことを認め合うことができる
「場」となることを確認できただろう。
実技を終え、大橋は、互いの存在を認め合う遊びの場（環境）において、自己
を表現する喜びや他者とかかわる喜びを得ることは子どもにも大人にも大切な経
験であり、そのことが場に対する感謝や場づくりに貢献できる立場にあることへ
の気づきを生み、さらに活力ある場を共に創ることに意欲的になり、好循環が生
まれていくことが期待されるとまとめた。
公開シンポジウム：子どもを育む「環境」の力── 033
──まとめにかえて─共に遊びの場を創る喜び
ワークショップは 2時間におよんだが、全体を通して参加者はよく動きよく笑
った。「大の大人が大勢でよく遊んだ」という印象であった。実際、参加者のア
ンケートには「楽しかった」という感想がいくつも残されており、終了後も笑顔
で言葉を交わし合う姿が見られた。本企画の目的は、第一部の講義の内容を踏ま
えて、子どもの「からだ・あたま・こころ」を育む環境づくりの理論と実践につ
いて理解を深めることであり、充実した内容で展開することができた。しかし、
それ以上に参加者自身が実技体験を通して、共に遊びの場を創る喜びを得たこと
が最も大きな収穫であったのではないだろうか。「本気で遊ぶ大人たち」は、子
どもたちにとって、魅力的な環境に違いない。今回の体験が参加者一人一人の
日々の取り組みに活かされ、子どもたちの笑顔につながれば幸いである。
［おおはし さつき］
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